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　「ＷＢＣ世界バンタム級　薬師寺，防衛（５度目）に失敗　薬師寺が敗れたことで，日本のジムに
所属する世界王者はＷＢＣジ ュニアバンタム級の川島郭志（ヨネクラ），同フライ級の勇利アルバチャ
コフ（協栄），世界ボクシング協会（ＷＢＡ）ライト級のオルズベッ ク・ ナザロフ（協栄）の３人にな
　１）
った」
　筆者が本稿執筆中の現在（９５年８月），日本における最も新しいプロボクシング世界チャンピオ
ン構成は，上記の通りである。しかも ，残った３人の世界チャンピオンのうち２人までが外国出
身者であり ，何とも寂しいかぎりのプロボクシング界の現況ではある。かつて，「ある意味では ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）一国のポクシングの盛哀は，国民の精神的な活気のハロメーターになる」と書いたことがあるが ，
たしかに，発展途上にあってハングリーな一国の有りようは，そのままボクシング界にもストレ
ートに反映されるし，その逆もまた真なりと言えよう 。日本の場合もその例外ではあり得ず，発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）展途上にあ った１９６０年代から７０年代初め頃までの活況は，まさに黄金時代であ った。にもかかわ
らず，高度経済成長によって急速に大量消費社会へと脱皮し，“１億総中流意識 ’’ に浸るように
なっ た８０年代後半から９０年代初めの頃には，日本ボクシング界もそうした国情を反映するように ，
世界戦で黒星の山を築いていっ た。 当時の新聞を読みかえしてみても ，世界挑戦での連敗を伝え
る記事がいやに目につく 。９０年の１月には，ついに２１連敗を喫してしまっ た。「ライバル同士の
一騎打ちこそ格闘技のだいご味。近ごろのボクシング界はどうもその「好敵手」が見当たらない 。
（中略）飽食の時代は格闘技から若者を遠ざけた。ゴング前からの拍手喝さいの好カードを期待
　　　　　　　　　　　４）するのはもう無理なのか」といっ た， やる瀬なさをにじませた一種のあきらめムードが蔓延した 。
さらに，そうした活気のなさは，構造不況に喘ぐ今日まで尾を引いているのである 。・…
　低迷するボクシング界　　日本に限らず世界的にも　　だが，このホクシングというスポーツ
にはつねに多くの作家が関心を寄せてきた。わが国では，立松和平をまっ先に挙げるのが順当だ
ろう 。自らボクシング ・ジムに通う行動派作家である。また，吉村昭もこんな文章を残している 。
　かなり以前からボクシング観戦を好んでいた私は，あらためて，書くために勤めの帰りにボクシング
の試合場にしはしは足を向け，専門的な知識を得る必要から解説書や雑誌を読みあさっ た。
　高田馬場にある青木拳闘倶楽部を訪れて元ポクサーであるコーチの矢島壮吉氏とも識り合いになり ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８２）
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氏からボクシング界の内情，ボクサーの私生活などの話を詳細にきいた。また，氏が引き合わせてくれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）た若いボクサーに試合中の心理状態，減量の苦しさなどについてもたずね，メモをとっ た。
そして「鉄橋」という９６枚の作品を書いた。……
　一方海外に目を向けると ，もう枚挙にいとまがない。Ｅ ・ヘミングウェイやＮ ・メイラーの名
前はすぐ思い浮かぶし，ｒＷ ・Ｃ ・ハインツとテ ッド ・ホーグランド，（中略）バッ ド・ シュ ルバ
ーグ，アーウィン ・シ ョー ネルソン ・アルグレン，リング ・ラードナー ジェイムズ ・ファレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）ル， ジョン ・オハラ ，ジャッ ク・ ロンドン」のほか，ピート ・ハミル，クリス ・ミード，レナー
ド・ ガードナー ホセ ・トーレス，そしてＪ ・Ｃ ・オーツと ，目白押しの状態でボクシングを題
材にした仕事を残している。本稿では，このオーツが列挙した作家たちのうち最後のジャッ ク・
ロンドン（１８７６－１９１６）が，ボクシングとどんなかかわりを持ち，ボクシングに関するどんな仕
事を残したのか，つまり ，ボクシングの文脈でロンドンを捉えてみたい 。
　ロンドンは鉦類のスポーツ好きであ った。Ｈ 　Ｌａｃｈｔｍａｎ が編み “Ｓｅｌｅｃｔ１ｏｎｓ　 ｆｒｏｍＪａｃｋ　 Ｌｏｎ －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）ｄｏｎ’ｓ　Ｇｒｅａｔｅｓｔ　Ｓｐｏｒｔｓ　Ｗｒ１ｔｍｇ ’’ とサフタイトルを打った刺こは，１５篇のフィクシ ョンや記事が
収録されているが，めぽしいものを拾いあげると ，サーフィン，ボクシング，釣り ，ヨット乗り ，
徒歩競走，登山等である。このほかにも彼は，フェンシンク ，ライフル，水泳，馬術等々にも興
じた。どれを取ってみても ，今はやりのアウトドア ・スポーツばかりである。これほど多種多様
な関心を示したとあれば，大よその察しがつく通り ，
Ａ　ｍａｎ　ｏｆ　ｅｎｅｒｇｙ　ａｎｄ　ｄ．ｌｖｅｒｓ１ｔｙ，Ｌｏｎｄｏｎ　ｗａｓ　ｃｅ血ａｍ１ｙ　ｍｏｒｅ　ｏｆ　ａ “ｊａｃｋ－ ｏｆ－ ａ１１－ｓｐｏｒｔｓ ’’ ｔｈａｎ
　　　　　　　　　　　　　　８）ａ　ｍａｓｔｅｒ　ｏｆ　ａｎｙ　ｏｎｅ　ｍ　ｐａｒｔ１ｃｕ１ａｒ
つまり ，「何でも来いに名人なし」だったわけだ。にもかかわらず，好奇心 ・行動力 ・研究心が
旺盛だった彼は，そうした経験と筆力にものをいわせて，上記の例に見られるような秀逸な文章
や作品をいくつも残した。ボクシングに関する仕事も ，そんな無類のスポーツ好きから生じた大
きな成果の１つだったのである 。
皿
Ｊ・ ロントンとボクシングのかかわりを追う前に，まずボクシングそのものを正面に据え，い
くつかの点について整理をしておきたい 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）第１点めに，ボクシングは「拳ひとつの原初的なスポーツ」である。筆者も以前に ，
これほど古くからあるスポーツも少ない。その起源は，地上に人類が登場する時代にまでさかのぽる ，
と言っても過言ではない。まだ槍も鉄砲もなかった頃，襲いくる敵と戦うには，頑丈な身体と強い腕力
とが何にもまして必要であ ったことは，想像に難くない。素手で殴りあ って，相手を倒し，その力を誇
　　　　　　　　　　　１０）示したことも再々あ っただろう 。
（６８３）
　１８２　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
と書いたことがあるが，そんな大昔にあ ってはおよそスポーツとは呼びがたいが，ｒ剣闘士によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）るボクシングの起源は，明確にギリシアに見てとれる」というから，いずれにしてもきわめて長
い歴史を刻んできたスポーツには違いない。時代が下って，２０フィート（約６メートル）四方の
スマートなリング内で戦う選手が身に着けているものといえば，マウスピースとグロー ブとトラ
ンクスと靴下とシューズだけである。ｒ拳と知恵だけを武器に，一対一で闘う男たちは，すべて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）同時代人，兄弟であり ，どんな歴史的時間にも属さない」わけで，これほど露骨に極限状況に立
ち向かうスポーツはおそらくほかにあるまい 。
　人は極限状況が好きなのである。極限のなかの極限は戦争だが，死をやりとりするのは恐ろしいので ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）戦争は嫌いだ。人は戦争の次にスポーツを発明した。スポーツは戦争の代理なのかもしれない 。
と立松は書いているが，その最たるシーンがノ ックアウトである。しかも ，ノッ クアウトのあと
には，時として死が待ちうけている場合もあるのだ。ロントン自身は ，‘‘Ｗｅ　ｌ１ｋｅ 丘ｇｈｔｍｇ－ｔ’ｓ
　　　　 １１） 　　　　　　　 ．． 　． 　　　 ．　 ．　　 ．　　　　　 １５）ｏｕｒｎａｔｕｒｅ”と書き ，また ‘‘Ｐｕｇ１１１ｓｍ１ｓａｎＩｎｓｔｍｃｔ１ｖｅ Ｐａｓｓ１ｏｎｏｆＯｕｒ Ｒａｃｅ ”とも書いてはいるが，
けんかや殴りあいは何も彼の人種だけのおはこではなく ，「生身の人間臭い，ケンカがいい。呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）吸や熱気が入り乱れ，汗が飛んだり ，痛みが伝わってくるケンカが見たいのだ」という立松の言
葉を借りれば，むしろ人類が共通して求める格闘技ということになるだろう 。
　次に，ボクシングの歴史的流れをかいつまんでおきたい。近代的なルールが採用されるように
なるまでは，圧倒的に長期問にわたりベアナ ックル，すなわち素手による殴りあいが通常であ っ
た。 そして，ロンドン ・プライズ ・リングのルールが適用されていた１８世紀末頃まででも ，なお
血まみれの闘いとなり ，選手はグロー ブをつけずに最後までとことん闘 った。両者の膝がグランドにつ
いたときそのラウンドは終了し，どちらかのボクサーがつぎのラウンドに進めなくなるまで試合は続行
　　１７）
された 。
という 。世界ヘビー級選手権試合が最初に行なわれたのは，１８６０年４月１７日，イギリスにおいて
であり ，この時には第ざ７ラウンド引き分けに終わっている。やがてボクシングの舞台はアメリカ
に移り ，１８８２年，ジ ョン ・Ｌ ・サリヴ ァンがヘビー級チャンピオンとなっ て， アメリカにボクシ
ングの新風を吹きこんだ。彼は，以後１０年問チャンピオンの座にとどまり ，ボクシングの振興 ・
普及に多大の貢献をした。その頃，新聞や雑誌の購読者の数が増えたことも ，ボクシングを普及
させた。「１８７０年から１９００年までに新聞の数は３８７紙から２３２６紙にふえ，全購読者数は３５０万人か
　　　　　　　　１８）ら１５００万人にふえた」というから，驚異的な数字である。徐々にボクシング熱は浸透するように
なり ，２０世紀に入り ，１９１０年代には　般大衆がボクシングに大いに関心を抱くようになっ ていた 。
　このように，ロンドンが育ち，作家として成功を収め，観戦記を書いた時代は，奇しくも現代
ボクシングの黎明期にあたる。今日行なわれている近代的でスマートな，別の見方をすればやや
小振りで野性味の乏しいボクシングとはかなり異なるボクシングを，彼と彼の時代の人々は観戦
していたわけである。選手の戦うラウント数の多さはその最も顕著なもので，ネルスン対ギャン
　　　　　　　　　　　　　１９）ス戦が４２ラウンドだ ったこと，動員観客数にしても ‘‘ｆｒｏｍ１５，０００ｔｏ２０，０００ｍｅｎ，Ｐａｙｍｇ　ｅａｃｈ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８４）
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　　　　　　　　　　　２０）ｆｒｏｍ＄１０ｔｏ翁５０ｆｏｒ　ａ　ｓｅａｔ ’’ と， ロンドン自身が明記しているあたりに，その辺の事情を読みと
ることができよう 。
　こうして１９２０年代へと移ると ，拳聖と調われたジャッ ク・ デンプシーの黄金時代となり ，さら
に１９３０年代後半からは，２５度防衛（うち２３ＫＯ）し，１２年問チャンピオンの座にあ ったジ ョウ ・
ルイス，とまさにカリスマ性を帯びた偉大なヘビー級チャンピオンが登場してくる。さらに ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）１９４４年９月２９日からは，アメリカでテレヒのポクシンク番組が定期的に始まり ，それ以降はさら
に多くのファンを引き寄せて今日に至っている 。
　第３点めは，ボクシンクにも人種　　白人と里人　　問題が根強く絡んでいることである。換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フアイティンゲ言すれは，「アメリカにおけるホクシンク　　闘　い　　の歴史は，アメリカにおける里人の歴
　　　　　　　　　　　　　　２２）史と分かちがたく結びついている」のである 。
２０世紀初頭の１５年問において，人種差別や人種問の憎悪はアメリカ杜会で激化の一途をたどり ，ジ ョ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）ンソンはこの傾向を一気に悪化させてしまっ た。
ジョンスンとは，１９０８年に黒人最初の世界ヘビー級王座に就いたジャッ ク・ ジョンスンのことで ，
彼はその傲慢性ゆえに，「黒人に対する悪い固定観念を植えつけ，人種差別に完壁な正当性をあ
　　　　　　２４）たえてしまっ た」という 。とりわけ，ロンドン自身も記事を書いて大々的な触れこみを行なっ た
白人挑戦者ジム ・ジェフリーズとの一大決戦で，ジ ョンスンがタイトルを防衛してからというも
の， 人種暴動が多発していっ た。 元来根強くあ った人種差別の火にジ ョンスンが油を注いだ格好
の２０世紀初頭の１５年間であ ったわけだが，作家としてのロンドンの諸活動も偶然この時期にちょ
うど重ねあわさっ ていたという事実も知 っておく必要があるだろう 。
　第４点めとして，ボクシンクのルールの大よその変容についても見ておきたい。すでに触れた
通り ，ずいぶんと長期間にわた って，いわば素手による殴りあい，ないしはそれに近い形での戦
いが行なわれていたわけだが，英国で１８世紀に初めてルール（７カ条）化された「ロンドン ・プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）ライズ ・リングのルールでは許されていた取っ組みあい，反則行為，戦術のひき伸ばしなど」き
わめて雑なものであ ったにせよ ，それでも近代スポーツとしてのボクシングの第１歩を踏みだし
た。 やがて，今日行なわれているボクシングの礎となるマーキス ・オブ ・クィーンズベリ ・ルー
　　　　　　　　　　　　　　２６）ルス（Ｍ。。ｑｕ１．ｏｆＱｕ。。ｎ．ｂ。岬。ｕ１。。）が制定された。中でもベアナ ソクルの禁止は，ホクシングが
近代的なスポーツとして脱皮するうえで画期的なルールとなっ た。「１８８９年，第７５ラウンドに彼
（＝ジ ョン ・Ｌ ・サリヴ ァン）がジェイク ・カーレインをＫＯした試合が，素手で闘 った最後のヘビ
　　　　　　　　　　２７）一級選手権試合となっ た」から，現代ボクシングは１８９０年から始まっ たことになる 。（ちなみに ，
Ｊ・ ロンドンは当時１４歳である 。）
　ボクシングの近代性は，フェア ・ルールの有無にかかっていると思われるが，ロンドンもその
記事の中で
　Ｐｒ１ｚｅ一丘ｇｈｔｍｇ　ｈａｓ　ｎｇｌｄ　ｆａ１ｒ　ｐ１ａｙ　ｒｕｌｅｓ　Ｆｏｕ１ｂｌｏｗｓ　ａｒｅ　ｎｏｔ　ｐｅｒｍ１ｔｔｅｄ　ｎｏｒ　ａｒｅ　ｂ１ｇ　ｍｅｎ
　　　　　　　　　　　　　　　２８）ａ１１ｏｗｅｄ　ｔｏ丘ｇｈｔ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ１１ｔｔ１ｅ　ｍｅｎ
（６８５）
　１８４　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
と書いている通り ，近代性が問われれば問われるほどミス ・マッ チも避けられねばならない ・
　　　　　　　　　　　２９）Ｊ・ Ｃ・ オーツの言うように，階級分けの目的はそのあたりにあ ったと考えられる。ボクシング
　　　　　　　　　　　　３０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
の「主要な８階級が定まっ た」のは１９１０年だが，「１階級の差は，想像以上に大きい」ようで ，
現在では１６もの段階に分けられている。ところが，Ｊ ・ロンドンがオーストラリアのシドニー で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）観戦したハーンス対ジ ョンスン戦についての記事では，次のような文が目につく 。
　Ｔｈｅ　ｍｅｎ　ｗｅｒｅ　ｓｏ　ｕｎｅｖｅｎ１ｙ　ｍａｔｃｈｅｄ　ｔｈａｔ　Ｂｕｍｓ　ｗａｓ　ｂａｒｒｅｄ　ｆｒｏｍ　ｓｈｏｗｍｇ　ａｎｙｔｈｍｇ　ｈｅ
ｈａｄ　ｍ　ｈｍ　　　Ｊｏｈｎｓｏｎ　ｗａｓ　ｔｏｏ　ｂ１ｇ，ｔｏｏ　ｓｔｒｏｎｇ，ｔｏｏ　ｃ１ｅｖｅｒ（Ｐ２６０）
　Ｊｏｈｎｓｏｎ　ｗａｓ　ｊｕｓｔ　ａｓ　ｍａｃｃｅｓｓ１ｂｌｅ　ａｓ　Ｍｏｎｔ　Ｂｌａｎｃ，ａｎｄ　ａｇａｍｓｔ　ｓｕｃｈ　ａ　ｍｏｕｎｔａｍ　ｗｈａｔ
ｐｏｓｓ１ｂ１ｅ　ｃｈａｎｃｅ　ｈａｄ　Ｂｕｍｓ　ｔｏ　ｅｘｔｅｎｄ　ｈｍｓｅ１ｆ？（ｐ２６２）
Ｂｕｍｓ　ｗａｓ　ａ　ｔｏｙ　ｍ　ｈ１ｓ　ｈａｎｄｓ（ｐ２６３）
両選手の体重 ・体格 ・力量の違いが顕著で，１４ラウンドは戦ったもの，ミス ・マソ チであ った様
子が容易に想像できる 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）　さらには，マウスピースにも触れておこう 。ジ ョー・ 小泉によれば，英国の歯科医ジャッ ク・
マークスが考案したもので，実用化されたのは１９１３年，アメリカでは１９１４年頃まではマウスピー
スを使用した例はなく ，しかも使用禁止だったという 。
　ラウンドの数が少なくなっ たことも ，近代ボクシングの特徴の１つである。現在，ＷＢＡタイ
トル ・マソ チが１５回，ＷＢＣが１２回と定めているが，最初の世界ヘヒー級選手権試合でも紹介し
たように，ｒ１８９２年から１９１５年までのマラソン ・ファイトの時代には，なんと１００ラウンド近くま
で闘うことがよくあ った。記録は，１８９３年の１１０ラウンドで，７時問以上もかかったというのだ
　　　　　　　　　３４）から，度肝を抜かれる」。 これも ，Ｊ ・ロンドンの生きた時代と重なりあう 。２０ラウンドや３０ラウ
ンドやるのは決して珍しいことではなかったというのだから，今日とはまさに隔世の感がある 。
　クィーンズベリ ・ルールに導入されたもので重要なものといえば，レフェリーの登場である 。
Ｊ’ ・ロンドンも ，このレフェリーについて書き残している 。
Ａ　ｔｈ １ｒｄ　ｍａｎ　ｗ１１１ｂｅ　ｍ　ｔｈｅ　ｒｍｇ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅｍ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｔｈａｔ　ａ１１ｔｈｅ　ｒｕ１ｅｓ　ａｒｅ　ｏｂｓｅｒｖｅｄ　Ｈｅ１ｓ　ｔｈｅ
ｒｅｆｅｒｅｅ　Ｈ１ｓ　ｗｏｒｄ１ｓ１ａｗ　Ｗｈａｔｅｖｅｒ　ｈｅ　ｓａｙｓ　ｍｕｓｔ　ｂｅ　ｏｂｅｙｅｄ　Ｉｆ　ａ　ｍａｎ　ｓｔｒ１ｋｅｓ　ａ　ｆｏｕｌ　ｂ１ｏｗ ，
ｔｈｅ　ｒｅｆｅｒｅｅ　ｗ１１１ｍｍｅｄ１ａｔｅ１ｙ　ｄ１ｓｑｕａ１１ｆｙ　ｈｍ　ａｎｄ　ａｗａｒｄ　ｔｈｅ　ｖ１ｃｔｏｒｙ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｍａｎ
（Ｐ．２７７）
今日ではごく当然のことのように思われるレフェリーの役割 ・権威についてかなり詳細に語って
いるところがなぜか目新しく感じとれるのは，これまで見てきた時代のなせる業であろうか 。
　第５点めに，ボクシングは危険きわまりないものだから，違法であるとか廃止すべし，との相
当の論議を呼んできたことについても取りあげておかねばならない。たとえば，
（６８６）
　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　　１８５
　１９世紀から２０世紀にかけての多くのボクサーがそうだったように，ブラ ックバーンもほとんど食うや
食わずの生活だ った。その頃協会に加盟しているほとんどの州が賞金試合を禁止していて，ボクサーは
へんぴなところでこっ そり試合をするか，地元の警察のお目こぼしを当てにするしか収入の道はなか っ
３５）
た。
とかｒ２０世紀初頭のアメリカでは，ごく一部の州を除いてボクシングが禁止されていた。そこで ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）アスレチ ック ・クラブやもぐり酒場などで試合が行われていた」といっ たあたりに、当時の状況
を見てとることができる。「ごく一部の州」とは，カリフォルニアとネヴ ァダである。それでも
たとえば，Ｊ ・ロンドンも連載記事を書いた１９１０年７月４日のジム ・ジエフリーズ対ジャッ ク・
ジョンスン戦は，サンフランシスコでの対戦が認められず，ネヴ ァダ州リーノウに変更された 。
また，Ｊ ・ロンドン以後の１９２０年代においても ，「多くの州で，アルコール同様，ボクシングも禁
　　　　　３７）止されていた」という 。そうした論議は昔話にとどまらず，今日まで延々と尾を引いている 。
１９８４年１２月には，アメリカ医師会がボクシングの廃止を呼びかける決議案すら可決しているから
である 。
　なぜこのようにボクシングがアメリカ各地で違法と見なされたり ，廃止論議の槍玉にあげられ
てきたのだろうか。時代や場所によっ てその反対理由は異なるだろうが，最も基本的には「１対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スペクタクル１で殴り合う人問の姿は，ひじょうに心乱される光景である。なぜならば，それは，私たちの
　　　　　　　　　　３８）文明のタブーを犯すから」というものである。つまり ，文明社会が進めば進むほど，ボクシング
との関係はますます相容れないもの，との見方である。だが，人間が大自然や野性味を加速度的
に失いつつ，いや破壊しつつある今日 ，太古の呼び声に耳を傾けることのできる唯一のスポーツ
とも言えるわけで，だからこそボクシングは存続してきたのである。アメリカでは，「その暴力
　　　　　　　　　　　　　　　　３９）性が，宗教指導者たちの激怒をかっ」て以来久しい。あるいは，「スポーツとしてのボクシング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）が， 犯罪組織と密接に関連しているというのも ，反対」理由に挙げられている。さらに ，Ｊ ・ロ
ンドンの時代に焦点を合わせれば ，
当時のホクシングの「危険」は　　そして，不安になっ た市民が，ボクンング廃止を望んだ理由のひとつ
は　　リング上で，白人をさらし者にし，辱めるのではないか，ということだ った。シ ョンノンが，挑戦
者「白い希望」ジム ・ジェフリーズに，決定的勝利をおさめた後，合衆国全域で，人種暴動が起こり ，リ
　　　　　４１）ンチが行われた 。
といっ た人種問題と絡めた廃止論も忘れてはならない 。
　にもかかわらずＪ ・Ｃ ・オーツは，ｒボクシングは最も危険なスポーツではない」と切りだし ，
事例を引きながら以下のように続ける 。
年問の死亡数では，ボクシングは，フットボール，サラブレ ッド ・レース，カーレース，登山，その他
２， ３のスポーツの後に位置している。しかし，裸の拳で闘 ったプライズファイティングの時代から ，
ボクシングは，人が憎みたがるスポーツだった。その人問対人間の闘いは，「文明化」された社会に同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）化されるには，あまりにもあからさまであり ，極端なのである 。
（６８７）
　１８６　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
と。 ジョー・ 小泉も，ｒボクシングは存続されるべきだと思う」と書き ，Ｊ ・Ｃ ・オーツと同じ主
張を展開している。「私は思う 。“人問には表現，程度の違いこそあれ，潜在的な闘争本能があ
　　４３）
る” と」
　最後に，アメリカン ・ドリームの一翼を担うものとしてのボクシングの存在意義も無視できな
い。 強者に対する憧憶とビ ッグ ・マネーを手にできることに見る果てしない夢である。ｒ強いも
のは美しい」は，一貫してアメリカの夢を支えてきた柱だし，収入となると ，ｒトッ プボクサ ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）がわずかひと晩のファイトで稼く金額は，平均的なアメリカの労働者の年収よりも多い」と言わ
れる。中でも抜群の権威と人気を誇るヘヒー級の世界チャンピオンとなれは，あらゆるスポーツ
の中でも桁はずれに高額　　世界　　　である。１９１０年のジェフリース対ジ ョンスン戦は当時１０
万ドルだったし，最新の試合（１９９５年８月１９日のラスベカスでのタイソンの再起第１戦，しかも
ノンタイトル）でも２，ＯＯＯ万ドル（約２０億円）という超破格のファイトマネー である 。Ｊ ・ロンド
ンも ，１９１０年６月２３日に書いている 。“Ｗｈｙｄｏ　ｍｅｎ丘ｇｈｔ？Ｂｅｃａｕｓｅ　ｏｆｔｈｅｍｏｎｅｙ　ｍ１ｔ ’’ （ｐ２６５）
と。 いかにもアメリカ人らしく ，今も昔も不変の，的を射た直言というべきである 。
　ボクシングとＪ ・ロンドンとのかかわりや彼のボクシング観を考察するためには，今見たよう
な今日とは異なる社会背景や諸事情をどうしても念頭に置いておく必要があるだろう 。
皿
Ｊ・ ロンドンは子供の頃からけんか好き ，闘士（丘ｇｈｔｅ。）であるべく定められていた，と言 って
も過言ではない。そうであらざるを得なかった，という言い方をしてもよい。Ｉ．Ｏ．エヴァンズ
は， 次のように書いている 。
ＪＡＣＫ　ＬＯＮＤＯＮ　ｗａｓ　ｆｏｒｃｅｄ　ｔｏ　ｂｅ　ａ 丘ｇｈｔｅｒ　ｅｖｅｎ　ｍ　ｈ１ｓ　ｂｏｙｈｏｏｄ　Ｉｔ　ｗａｓ　ｎｏｔ　ｓｏ　ｍｕｃｈ　ｔｈａｔ
ｈｅ　ｗａｓ　ｎａｔｕｒａ１１ｙ　ｐｕｇｎａｃ１ｏｕｓ　ａｓ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｓｃｈｏｏ１ｔｈａｔ　ｈｅ　ａｔｔｅｎｄｅｄ　ｍ　Ｏａｋｌａｎｄ　Ｃａ１１ｆｏｍ１ａ
，
ｈａｄ　ａ　ｔｒａｄ１ｔ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｏｕｇｈｎｅｓｓ，ｗｈ１ｃｈ　ｄｅｍａｎｄｅｄ　ｔｈａｔ　ｅａｃｈ　ｏｆ １ｔｓ　ｂｏｙｓ　ｓｈｏｕ１ｄ丘ｇｈｔ　ｗ１ｔｈ　ｅｖ ・
ｅｒｙ　ｏｔｈｅｒ　ｂｏｙ　Ａｓ　Ｊａｃｋ　ｗａｓ，ｍｏｒｅｏｖｅｒ，ａ　ｓｈａｂｂ１１ｙ－ｄ．ｒｅｓｓｅｄ１１ｌｅｇ１ｔｍａｔｅ　ｗ１ｔｈ　ａ　ｓｅｎｓｌｔ１ｖｅ
ａｐｐｅａｒａｎｃｅ　ａｎｄ　ｓｏｍｅ　ｎｅｒｖｏｕｓ　ｍａｍｅｎｓｍｓ，１ｔ　ｗｏｕｌｄ　ｈａｖｅ　ｇｏｎｅ　ｖｅｒｙ　ｈａｒｄ　ｗ１ｔｈ　ｈｍ　ｈａｄ　ｈｅ
ｎｏｔ　ｂｅｅｎ　ａｂｌｅ　ｔｏ　ｓｔａｎｄ　ｕｐ　ｆｏｒ　ｈｍｓｅ１ｆ　Ａｔ１ａｓｔ，ａｓ　ｗａｓ　ｏｎｌｙ　ｎａｔｕｒａｌ　ｈｅ　ｃａｍｅ　ｔｏ　ｔａとｅ　ａ　ｐｎｄｅ
　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
ｍ　ｈ１ｓ　ｐｒｏｗｅｓｓ　ａｎｄ　ｅｎｊｏｙ　ａ　ｇｏｏｄ　ｓｃｒａｐ
生まれや生い立ちがジャッ ク少年に及ぼした影響は，計り知れないものがあ ったに違いない。そ
の辺の事情は，特にこの引用の後半によく表われている。むしろ，けんかや殴りあいの連続また
は日々であ ったと考えられる。後年になっ ても ，彼の略歴を見るだけで，争い ・けんかにたびた
び巻きこまれたことの見当はつく 。たとえば，牡蠣の密漁群に加わ ったこと（１５歳），その翌年
には逆に彼らを取り締まる密漁巡視官代理に任命されたこと ，アザラシ狩りの船に乗り組んで７
ヵ月問シベリア近海まで出かけたこと（１７歳），北米大陸放浪の旅（１８歳），クロンダイク地方の
コールトラ ソシュ に加わ ったこと（２１～２２歳）等々，枚挙にいとまがないほとだ。具体的には ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８８）
　　　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　１８７
彼の自伝的物語〃〃伽亙ゐ〃（１９０９）や■ｏん〃 Ｂ〃伽６０閉（１９１３），あるいは丁加Ｃ〃５３ げ〃 ３
Ｄ肌ｚＺ６ｒ（１９０２）や乃Ｚ３５ げ之ん６凧んＰ〃ブｏＺ（１９０５）等々に，実話や逸話として活写されている 。
そして，ボクシングとの関係から言えば ，
　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｄｅ（１，ａｎｄ　ｓａ１ｄ　ｈｅ　ｗｏｕ１ｄ　ｒａｔｈｅｒ　ｂｅ　ｔｈｅ　ｋｅａｖｙ－ｗｅ１ｇｈｔ　ｃｈａｍｐ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ
ｗｏｒ１ｄ　ｔｈａｎ　ｔｈｅ　Ｋｍｇ　ｏｆ　Ｅｎｇ１ａｎｄ　ｏｒ　ｔｈｅ　Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｕｍｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｉｔ　ｈａｄ　ｂｅｅｎ　ｈ １ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　４６）ａｍｂｉｔｉｏｎ　ｗｈｅｎ　ｙｏｍｇ，ａｎｄ　ｗａｓ　ｓｔｉ１１ｓｏ
と， 彼自身が述べた通り ，ボクシングには若い頃からかなりの興味 ・執着を抱いていた。また ，
単に観戦だけでなく ，暇を見つけては実際に自らグロー ブを着けてボクシングに興じた。現に
‘‘Ｉ　ｏｆｔｅｎ　ｐｕｔ　ｏｎ　ｇ１ｏｖｅｓ　ｍｙｓｅ１ｆ”（ｐ２５９）と記事に書いているし，証拠写真も何枚か残っている 。
親友ジ ョージ ・スターリングに宛てた１９０５年５月２日付の手紙で，その様子の一端が読みとれる 。
シドニーからエクアドルに向かう汽船『タイメリッ ク』号上でのことである 。
　Ａｍ　ｂｏｘｍｇ　ｅｖｅｒｙ　ｄａｙ　ｎｏｗ－ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ，ｓｅｃｏｎｄ　ａｎｄ　ｔｈ１ｒｄ　ｍａｔｅｓ－ａ１１ｈｕｓｋｙ　ｙｏｕｎｇ
Ｅｎｇ１１ｓｈｍｅｎ　Ｔｈｅ　Ｆｌｒｓｔ　ｈａｓ　ａ　ｃｏｕｐ１ｅ　ｏｆ　ｂｅａｕｔ１ｆｕ１ｂ１ａｃｋ　ｅｙｅｓ　Ｉ　ｇａｖｅ　ｈｍ　Ｍｙ　ｓｔｒａ１ｇｈｔ　ｌｅｆｔ　ｔｏ
ｔｈｅ　Ｓｅｃｏｎｄ　ｐｒｅｃ１ｐ１ｔａｔｅｄ　ａ　ｇｕｍ－ｂｏ１１ｔｈａｔ　ｒａ１ｓｅｄ　ｈ１ｓ　ｆａｃｅ　ｆｏｕｒ　ｍｃｈｅｓ　ａｎｄ　ｋｅｐｔ　ｈｍ　ｆｒｏｍ
ｂｏｘｍｇ　ｆｏｒ　ａ　ｗｅｅｋ　Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｔｒａ１ｇｈｔ　ｌｅｆｔｓ　Ｉ　ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｔｈ １ｒｄ　ｙｅｓｔｅｒｄａｙ　ｈａｓ　ｓｗｏｌ１ｅｎ
ｈ１ｓ　ｎｏｓｅ　ｔｏ　ｔｗ１ｃｅ　ｌｔｓ　ｎｏｒｍａ１ｓ１ｚｅ　Ｏ，Ｉ’ｍ　ｄｏｍｇ　ｍｃｅｌｙ，ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ　Ｉ’ｖｅ　ｇｏｔ　ｔｗｏ　ｇａｍｅ
ｔｈｕｍｂ ｓ， ａｎｄ　ｍｙ　ｆａｃｅ　ｈａｓ　ｄｌｖｅｒｓ　ｄ１ｓｃｏ１ｏｒａｔ１ｏｎｓ，ａｎｄ　Ｉ　ｇｅｔ　ｃｒａｍｐｓ　ｍ　ｍｙ１ｅｇｓ　ｗｈ１ｌｅ丘ｇｈｔｍｇ
　　　　　　　　　　　　　４７）一ｂｕｔ　Ｉ’ｍ　ｇｅｔｔｍｇ　ｍｔｏ　ｃｏｎｄ１ｔ１ｏｎ
本格的と言おうか手加減をしないと言おうか，本人も相手をしている者たちもかなりのダメージ
を受けており ，なまなましい臨場感が伝わ ってくる。ちなみに，ここには登場しないが，彼のお
気に入りの相手は妻のチャーミアンであ った 。
　Ｊ ・ロンドンは，優れたボクシング観戦記をいくつも書き残したことでも知られている。ここ
では，事実のみを挙げるにとどめるが，彼の観戦記の中身を知るうえで最も充実した コレクシ ョ
ンは，すでにいくつか例を引いているＪ〃尾Ｌ０〃０〃 Ｒ砂０炊である。この重宝な本には，王要
な計４種類の記事が収められている。すなわち順に，¢ジェフリーズ対ルフリン戦（１９０１年１１月
１６日），　ブリット対ネルスン戦（１９０５年９月１０日），　バーンズ対ジ ョンスン戦（１９０８年１２月２７日） ，
そして１２回もの連載となっ た＠ジェフリーズ対ジ ョンスン戦（１９１０年７月４日）である。０はまだ
作家としてテヒューして問もない頃の仕事で ，‘‘Ｉｎｏｎｅ１ｕｃ１ｄ　ｍｔｅｒｖａ１Ｉ 　ｃｈａｎｃｅｄ　ｔｏ　ｎｏｔｅ　ｔｈａｔｔｈｅ
ｃｒｏｗｄ　ｗａｎｔｅｄ　ｂ１ｏｏｄ　ｍｏｒｅ　ｔｈ１ｒｓｔ１１ｙ　ｔｈａｎ　ｄ．１ｄ　ｔｈｅ　ｔｗｏ　ｍｅｎ　ｍ　ｔｈｅ　ｒｍｇ
’’ （ｐ２５０）といっ たあたり
の文章は，当時の観衆が求めていたものを的確に捉えている。　は『サンフランシスコ ・イグザ
ミナー』紙から百ドルもらっ て書いたもので，この試合でも両選手は１８ラウンドも戦った末にネ
ルスンがノ ックアウト勝ちしている。また　はシドニーで行なわれた試合で，白人のトミー・ バ
ーンズと黒人のジャッ ク・ ジョンスンが世界ヘビー級を賭けて１４ラウンド戦 った。偶然シドニー
に居合わせたロンドンは，この試合を観戦し，『オーストレイリアン ・スター』『ニューヨーク ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８９）
　１８８　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
ヘラルド』両紙に　の記事を書き ，後者からは２７５ドルを得ている。「チャーミアンは，この試合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８）に顔を出す特別許可を与えられた　　彼女は，２万人の観衆中ただ１人の女性であ った」などは ，
今日では考えられない当時のボクシング事情である。最後の＠が白人のジェフリーズ対黒人チャ
ンピオンのジ ョンスンの一大決戦に関するもので，６月２３日から始まっ て毎日欠かさず７月４日
の試合当日まで，トレーニング ・キ ャンプ報告を含め両者のきわめて克明な分析を行なっ た１２回
に及ぶ連載記事である。まずは，６月２３日のシリース最初の記事の冒頭第３節めを少し原文で引
いてみよう 。
　Ｎｅｖｅｒ　ｍ　ａ　ｗａｒ，ａｔ　ａｎｙ　ｏｎｅ　ｐｌａｃｅ　ｗａｓ　ｃｏｎｇｒｅｇａｔｅｄ　ｓｏ１ａｒｇｅ　ａ　ｍｍｂｅｒ　ｏｆ　ｗｒ１ｔｅｒｓ　ａｎｄ
ｌ１ｌｕｓｔｒａｔｏｒｓ　Ｗｈｅｎ　ｔｈｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｔｈｒｅｗ５０，ＯＯＯ　ｍｅｎ　ａｃｒｏｓｓ　ｔｈｅ　Ｙａ１ｕ１ｎｔｏ　ｔｈｅ　ｔｅｅｔｈ　ｏｆ　ｔｈｅ
Ｒｕｓｓ１ａｎｓ　ｏｎｔｈｅＭａｎｃｈｍａｎｓｈｏｒｅ，ｏｎｔｈｅ　ｗａ１１ｓ　ｏｆＷ１ｊｕ，ｂｕｔｅｌｅｖｅｎ　ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｎｔｓ１ｏｏｋｅｄ
ｏｎ　　　ｈｅｒｅ　ｍ　Ｒｅｎｏ　ｔｏｄａｙ　ｗｅｒｅ　ｔｅｎ　ｔｍｅｓ　ｔｈａｔ　ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｎｔｓ（ｐ２６４）
１９０４年に日露戦争の従軍記者としてさんざんな目にあいながら鴨緑江までたどり着いたときのこ
とが，頭をよぎっ たのだろうか。戦争とホクシング，従軍記者と報道記者の対比がユ ’一クで ，
この一戦に寄せられた周囲の期待がいかに大きなものであったかも推察できる。この時点ではジ
ョンスンはまだリーノウ入りしていないが，６月２５日のＮｏ． ３では，さすが大のボクシング好き
のロンドンも，恐れをなしたのか，“Ｉｓｈｏｕ１ｄｎｏｔ１１ｋｅｔｏｂｅａｓｐａｍｎｇＰａｒｔｎｅｒｍＪｏｈｎｓｏｎ’ｓ
ｃａｍｐ ”（ｐ２７０）と書いているのが面白い。さらには，連載を通して両者の外観 ・性格等を対照
的に描写している点が目につくが，その象徴的なものはＮｏ７の “ｔｈｅ　ｓ１ｌｅｎｔ丘ｇｈｔｅｒ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｇａｒ－
ｍ１ｏｕｓ”（ｐ．２８１），すなわち「寡黙なジェフリーズに対し饒舌なジ ョンスン」といっ た対比で，読
者には明解である。また，７月４日当日に至るまで１１回もかけて，次第にムードを盛りあげてい
く筆致も，ロンドンならではのものだ。たとえば，Ｎｏ． ８ではどんな試合になるかの予想を立て
たり ，７月に入るとこの試合を ‘‘ｔｈｅ丘ｇｈｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｃｅｎｔｕｒｙ ’’ （ｐ２８６）と位置づけ ，
　Ａｎｄ　ｓｏ　Ｉ　ｓａｙ　ａｇａｍ　ｔｏ　ａ１１ｙｏｕ　ｍｅｎ　ｗｈｏ１ｏｖｅ　ｔｈｅ　ｇａｍｅ，ｈａｖｅ　ｔｈｅ　ｐｎｃｅ，ａｎｄ　ａｒｅ　ｗ１ｔｈｍ
ｓｔｒ１ｋｍｇ　ｄ１ｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ｒｅｎｏ＿ｃｏｍｅ　Ｉｔ１ｓ　ｔｈｅ丘ｇｈｔ　ｏｆ丘ｇｈｔｓ　ｔｈｅ　ｃｒｏｗｍｎｇ丘ｇｈｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｈｏ１ｅ
ｒｍｇ，ａｎｄ　ｐｅｒｈａｐｓ　ｔｈｅ　ｌａｓｔ　ｇｒｅａｔ丘ｇｈｔ　ｔｈａｔ　ｗ１１ｌ　ｅｖｅｒ　ｂｅ　ｈｅ１ｄ　Ａｌｓｏ，ｔｏ　ｙｏｕ１ｏｖｅｒｓ　ｏｆ　ｔｈｅ
ｇａｍｅ，ｗｈｏ　ｄｅｓ１ｒｅ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｍ刊ｅｓｈ　ａｎｄ　ｂ１ｏｏｄ　ｔｈｅ　ｃｅ１ｅｂｒ１ｔ１ｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｇａｍｅ，Ｉ　ｓａｙ　ｃｏｍｅ（ｐ２８７）
と呼びかけ，大した触れこみをしている。読者の足が自ずと試合場へ向かいたくなるような書き
方である。かといっ て， 無論大々的な前宣伝 ・客集めだけではなく ，Ｎｏ１Ｏのように ‘‘ｈ１ｓｔｏ１ｏｇｙ”
（組織学）といっ た用語を持ちだし，生物の組織の構造 ・分化等にまで言及しながら，ボクシング
に関する科学的論述を展開してみせてもいる。１１回全体としては，７月４日の試合に向けてムー
ドを盛りあげる効果大なるものがあると言えよう 。そして，当日の観戦記となる。冒頭の白人
　　黒人の問題は次章に譲るとして ，
Ｗｈａｔ　ｈｅ　ｆａｌｌｅｄ　ｔｏ　ｂｍｇ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｒｍｇ　ｗ１ｔｈ　ｈｍ　ｗａｓ　ｈ１ｓ　ｓｔａｍｍａ　ｗｈ１ｃｈ　ｈｅ１ｏｓｔ　ｓｏｍｅｗｈｅｒｅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９０）
　　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　　１８９
ｍ　ｔｈｅ１ａｓｔ　ｓｅｖｅｎ　ｙｅａｒｓ　Ｊｅ丘ｆａ１１ｅｄ　ｔｏ　ｃｏｍｅ　ｂａｃｋ　Ｔｈａｔ１ｓ　ｔｈｅ　ｗｈｏ１ｅ　ｓｔｏｒｙ（Ｐ２９４）
と， シェフリースの敗戦を客観的に記し，あとはラウントことに生き生きとしたリポートを行な
っている。最終ラウンドでは ，
Ｈｅ　ｗｈｏ　ｈａｄ　ｎｅｖｅｒ　ｂｅｅｎ　ｋｎｏｃｋｅｄ　ｄｏｗｎ　ｗａｓ　ｋｎｏｃｋｅｄ　ｄｏｗｎ　ｒｅｐｅａｔｅｄｌｙ　Ｈｅ　ｗｈｏ　ｈａｄ　ｎｅｖｅｒ
ｂｅｅｎ　ｋｎｏｃｋｅｄ　ｏｕｔ　ｗａｓ　ｋｎｏｃｋｅｄ　ｏｕｔ　Ｎｅｖｅｒ　ｍｍｄ　ｔｈｅ　ｔｅｃｈｍｃａ１ｄｅｃｌｓ１ｏｎ　Ｊｅｆｆ　ｗａｓ　ｋｎｏｃｋｅｄ
ｏｕｔ．（ｐ．３００）
と， ジョンスン勝利の事実を添えている 。
　このジェフリーズ対ジ ョンスン戦のリポートが，Ｊ ・ロンドンのボクシング記事の中では量的
には群を抜いて多く ，内容も詳細である。もう１つ，ロスアンジェルス滞在中の１９１３年４月３０日
に， ダンディー対キルベイン戦を観戦し，翌日の『ロスアンジェルス ・イグザミナー』紙に寄稿
しており ，筆者はその記事のコピーを所持している。見出しは ‘‘ＯＲＤＩＮＡＲＹ　ＢＯＵＴ，ＳＡＹＳ
ＪＡＣＫ　ＬＯＮＤＯＮ／ＤＵＮＤＥＥ　ＩＳ　ＮＯＴ　Ａ　ＣＨＡＭＰＩＯＮ ’’ とあり ，‘‘ＹＥＳ，Ｉ　ｓａｗ　ｔｈｅ丘ｇｈｔ　Ｔｕｅｓ －
ｄａｙ　ｍｇｈｔ　ａｔ　ｔｈｅ　Ｖｅｍｏｎ　ａｒｅｎａ　Ｉｔ　ｗａｓ　ａ　ｖｅｒｙ　ｏｒｄｍａｒｙ　ｓｏｒｔ　ｏｆ　ａ丘ｇｈｔ　Ｆｏｒ　ｆｅａｔｈｅｒｗｅ１ｇｈｔｓ１ｔ　ｗａｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９）
ａｎ　ｅｘｔｒａｏｒｄｍａｎｌｙ　ｏｒｄｍａｒｙ　ｓｏｒｔ　ｏｆ　ａ丘ｇｈｔ” の書きだしから始まる，全体的になかなか手厳しい
調子の３４０語程度の記事である。ちなみに結果は，２０ラウンド戦 って，引き分けであ った 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０）　ロンドンが残したボクシング記事のほとんどに目を通し，彼とボクシングのかかわりを追究し
てきたが，最後に彼のボクシングに対する基本姿勢をうかがわせる文を引いておこう 。
　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ１ｏｖｅｄ　ｔｈｅ　ｓｃ１ｅｎｃｅ　ｏｆ　ｂｏｘｍｇ　ｗｈｅｒｅ　ｍａｎ１ｓ　ｐ１ｔｔｅｄ　ａｇａｍｓｔ　ｍａｎ　Ｈｅ　ｈａｔｅｄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１）ｂｕ１１丘ｇｈｔｓ　ｗｈｅｒｅ　ｍａｎ’ｓ　ｓｕｐｅｒ１ｏｒ　ｍｔｅ１ｌｅｃｔ　ｄｅｓｔｍｅｄ　ｔｈｅ　ｓ１ａｕｇｈｔｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｐｏｏｒ　ｂｅａｓｔ
人間対人問が対等に戦うのではなく ，人問の勝った知性が哀れな獣を殺致するのに決まっ ている
闘牛を嫌ったあたりに，ロンドンの人柄がにじみ出ているように思われる 。
１Ｖ
　第ｎ章でかなり立ち入って取りあげたこと　　とりわけ白人と里人の人種問題　　とかかわら
せながら，本章ではＪ ・ロンドンの観戦記に彼の時代を読んでみたいと思う 。１章の背景と彼の
観戦記とは，表裏一体をなすものだからである 。
　１９０８年１２月２６日 ，シドニーで行なわれた白人バーンズ対黒人ジ ョンスン戦の観戦記の中でロン
ドンは ，
Ｐｅｒｓｏｎａｌ１ｙ　Ｉ　ｗａｓ　ｗ１ｔｈ　Ｂｕｍｓ　ａ１１ｔｈｅ　ｗａｙ　Ｈｅ１ｓ　ａ　ｗｈ１ｔｅ　ｍａｎ　ａｎｄ　ｓｏ　ａｍ　Ｉ　Ｎａｔｕｒａ１１ｙ　Ｉ
ｗａｎｔｅｄ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｔｈｅ　ｗｈ１ｔｅ　ｍａｎ　ｗｍ（ｐ２５８）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９１）
　１９０　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
とまで言いきっ ている。「個人的には」と断わりながらも ，白人びいきを露骨に表明したものだ
が， つねに個人の好みをあまり表に出さないことを美徳としてきた日本人には直裁に過ぎると映
るだろう 。ましてや今から９０年近く前の発言である。しかし，押さえるべき要所は押さえ，この
試合がジ ョンスンの一方的なものであ ったことを客観的にリポートしている 。
Ｔｈｅｒｅ　ｗａｓ　ｎｏ　ｄｏｕｂｔ，ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｍｏｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｏｐｅｍｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ａｆｆａ１ｒ　ｗａｓ　ｔｏｏ
ｏｎｅ－ｓ１ｄｅｄ　Ｔｈｅｒｅ　ｗａｓ　ｎｅｖｅｒ　ｓｏ　ｏｎｅ－ｓ１（１ｅｄ　ａ　ｗｏｒｌｄ’ｓ　ｃｈａｍｐ１ｏｎｓｈｌｐ　ｍ　ｔｈｅ　ｈ１ｓｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ
ｒｍｇ　　　Ｔｈｅｒｅ　ｗａｓ　ｎｏ　ｆｒａｃｔ１ｏｎ　ｏｆ　ａ　ｓｅｃｏｎｄ　ｍ　ａ１１ｆｏｕｒｔｅｅｎ　ｒｏｕｎｄｓ　ｔｈａｔ　ｃｏｕ１ｄ　ｂｅ　ｃａｌｌｅｄ
Ｂｕｍ ’ｓ．（ｐ．２６１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２）　それから，「これまでにアメリカでおこなわれたどのスポーツイヴェントよりも注目を集めた」
と言われたこの一戦は，２万人の観衆を引き寄せた。これには，すでに見たロンドンの連載記事
も大きく寄与したものと思われる 。‘‘Ｔｈｅｒｅ１ｓ１１ｔｔ１ｅｄｏｕｂｔｔｈａｔ　ｍｔｈｅ　ｈ１ｓｔｏｒｙ　ｏｆｔｈｅ　ｒｍｇ　ｔｈｅｒｅ
ｗａｓｎｅｖｅｒａ ｈｅａｖｙ－ｗｅｌｇｈｔｓｏｗｅ１１ａｎｄ ｓｙｍｍｅｔｒ１ｃａ１１ｙｐｒｏｐｏれ１ｏｎｅｄ’’ （ｐ２６９）と，これほど釣り
あいのよくとれたヘビー級の試合はないとの見方を示している一方で，決して差別発言なのでは
ないが ‘‘ｔｗｏ　ｍｅｎ，ａ　ｗｈ１ｔｅ　ａｎｄ　ａ　ｂ１ａｃ ｋ’’ （ｐ２７６）のように，両者の違いを誇張する言い方が時と
して目につく 。そしてロンドンのこの試合の予想は ，
　１ｔ　ｗ１ｌｌ　ｎｏｔ　ｂｅ　ａ　ｓｈｏｒｔ丘ｇｈｔ　Ｔｈｅｒｅ１ｓ　ｐｒａｃｔ１ｃａ１１ｙ　ｎｏ　ｃｈａｎｃｅ　ａｔ　ａｌ１ｔｈａｔ１ｔ　ｗ１１ｌ　ｂｅ　ｏｖｅｒ　ｗ１ｔｈ
－
ｍ　ｔｅｎ　ｒｏｍｄｓ　Ｔｗｅｎｔｙ　ｗｏｕ１ｄ　ｂｅ　ｎｅａｒ　ｔｈｅ　ｍａｒｋ， ｔｈｏｕｇｈ １ｔ　ｍａｙ　ｇｏ　ｔｈ１ｒｔｙ　Ｔｈ１れｙ一丘ｖｅ
ｒｏｍｄｓ１ｓ　ｔｈｅ　ｍａｘｍｕｍ　Ｉ　ｄａｒｅ　ｓｕｇｇｅｓｔ，ｂｅｙｏｎｄ　ｗｈ１ｃｈ１ｔ１ｓ　ｕｎｔｈｍｋａｂ１ｅ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｃｏｎｔｅｓｔ　ｃａｎ
ｃｏｎｔ１ｎｕｅ　（ｐｐ２８１－２）
と， かなり長引くとしている 。３０や３５といっ たラウンド数まで記されているところが，当時のボ
クシングを如実に写しとっ ていて興味深い。最終の試合当日の記事は ，‘‘０ｎｃｅ　ａｇａｉｎ　ｈａｓ　Ｊｏｈｎ－
ｓｏｎ　ｓｅｎｔ　ｄｏｗｎ　ｔｏ　ｄｅｆｅａｔ　ｔｈｅ　ｃｈｏｓｅｎ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔ１ｖｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｈ１ｔｅ　ｒａｃｅ，ａｎｄ　ｔｈ１ｓ　ｔｍｅ　ｔｈｅ　ｇｒｅａｔｅｓｔ
ｏｆ　ｔｈｅｍ　ａｌｌ”（Ｐ２９３）の書きだしで始まっ ている 。‘‘Ｏｎｃｅ　ａｇａｍ ’’ というのは，ジ ョンスンが１９０８
年１２月２６日にシドニーで白人バーンズを破って以来のことを指している。さらには
　Ａｎｄ　ｈｅ　ｐｌａｙｅｄ　ａｎｄ　ｆｏｕｇｈｔ　ａ　ｗｈ１ｔｅ　ｍａｎ　ｍ　ａ　ｗｈ１ｔｅ　ｍａｎ’ｓ　ｃｏｕｎｔｒｙ，ｂｅｆｏｒｅ　ａ　ｗｈ１ｔｅ　ｍａｎ ’ｓ
ｃｒｏｗｅｄ　Ａｎｄ　ｔｈｅ　ｃｒｏｗｄ　ｗａｓ　ａ　Ｊｅｆｆｒ１ｅｓ　ｃｒｏｗｄ（Ｐ２９３）
と述べ，ジ ョンスンにしてみれば，まさに試合場にいる者全体を敵にまわしてのファイトであ っ
たことをうかがわせ，白人種対黒人種の対決構図で捉えていることは明白である 。
　ｔｈｅ　ｇｒｅａｔ　ｍａｄｎｅｓｓ　ｏｆ　ａｐＰｌａｕｓｅ　ｗｅｎｔ　ｕｐ　ｗｈｅｎ　Ｊｅｆｆｒ１ｅｓ　ｅｎｔｅｒｅｄ　ｔｈｅ　ｒｍｇ　ｔｗｏ　ｍｍｕｔｅｓ１ａ －
ｔｅｒ　Ａ　ｑｕ１ｃｋ　ｓｕｐｅｒ丘ｃｌａｌ　ｃｏｍｐａｒｌｓｏｎ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｈｍ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｎｅｇｒｏ　ｗｏｕ１ｄ１ｅａｄ　ｔｏ　ａ　ｆｅｅ１ｍｇ　ｏｆ
ｐｉｔｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ１ａｔｔｅｒ．（ｐ．２９６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９２）
　　　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　１９１
などは，そうした構図が浮き彫りにされた箇所であろう 。ジ ョンスンにとっ ては分の悪いことば
かりで，有利な条件など何１つ見あたらなかったのである 。
　にもかかわらず結果的には，「ジ ョンソンは第１４ラウンドまで余裕た っぷりに試合をすすめ ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５３）第１５ラウンドにジェフリィズをノ ックアウトした」となり ，ロンドンの筆の運び通りである 。１０
ラウンド以内には終わらない，との彼の予想ははずれはしなかったものの ，２０，３０，最長３５ラウ
ンドまでは至らなかった。ともあれ，後半部の第１ラウンド以降各ラウンドの観戦記事は，きわ
めて客観性の高いリポートになっ ている 。
　人種差別の嵐が吹き荒れた今世紀初頭にたまたま生きあわせたＪ ・ロンドンに，白人対黒人の
構図から抜けだし中立的な立場に徹するべきであ った，というのはやさしい。だが，すでに見た
時代状況 ・思潮を勘案したうえで正当な評価を下さなけれはならないし，事実彼の観戦記は今日
も十分に読むに耐えうる優れたものになっ ている。またジ ョンスンについては，その性格も災い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４）して人種差別を増幅させたとしても ，彼が「人種差別の犠牲者であ ったことは事実だ」というの
も忘れてはなるまい。逆に，ダンディー対キルベイン（白人対白人）戦の記事の締めくくりにロ
ンドンが書いた ，
　Ａｎｄ　ａｆｔｅｒ　ａ１１，１ｔ　ｗａｓ　ｎｏｔ　ｓｏ　ｂａｄ　ｔｏ　ｓｅｅ　Ｒｏｍｅ　ａｎｄ　Ｉｒｅ１ａｎｄ　ｂａｔｔｌｍｇ　ｈｅａ１ｔｈ１ｌｙ　ａｎｄ
ｗｈｏｌｅｓｏｍｅ１ｙ，ｍ　ｔｈｅ　ｔｒｕｅ　ｄｅｍｏｃｒａｃｙ　ｏｆ　ｓｐｏ汀，ｗｈｅｒｅｍ　ｒａｃｅ　ｐｒｅｊｕｄ１ｃｅ　ａｂｓｏｌｕｔｅ１ｙ　ｄｌｄ　ｎｏｔ　ｅｘ 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕５）
１ｓｔ，ａｎｄ　ｗｈｅｒｅｍ　ｔｈｅ　ｏｎ１ｙ　ｃｏｄｅ　ｗａｓ
‘‘Ｍａｙ　ｔｈｅ　ｂｅｓｔ　ｍａｎ　ｗｍ
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のほうが，当時の思潮を逆照射し，同時にロンドンの人種観の限界をものぞかせる発言になっ て
はいないだろうか 。
　時代が移って，１９３０年代後半から４０年代のジ ョウ ・ルイスの天下になっ ても ，「白いアメリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６）で， 薫じ・英雄であることは，簡単な仕事ではなかった」というから，事は難しい。クリス ・ミー
ドは，「偏見をもたず，教養もあるこのニューヨーカーをもっ てしても ，ルイスのトレーニング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７）を見ると当時の圧倒的な偏見から逃れることはできなかった」と前置きして，ポール ・ギャリコ
の評を引いている 。１９３５年当時のものである 。
　ルイスは堂々たる動物。うわべは礼儀正しい人問だが，動物のように食べ，眠り ，闘う 。動物のよう
な黄褐色の肌，獲物を狙うときとおなじ集中力を身につけている 。目 ，鼻，口，これらすべての突起物
が獲物に向かっている。耳は危険を感じるために全神経が集中されている。飼育係は闘技場に連れて入
ると ，彼をなだめ，かわいがり ，さすり ，ささやき ，そして解き放つ。鎖が解かれると ，彼は闘う 。古
代ローマの闘技場で柵が取りはらわれ光のなかでしばし目をぱちくりさせたあと ，獲物に向かうライオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８）ンのように，彼は残忍そうに忍び寄るごとくコーナー からでてくる 。（後略）
ここには，黒人ボクサーの固定したイメージが読みとれる。現代作家Ｎ ・メイラー でさえ，「大
統領のための白書」の中で，黒人の払った高い代価について書いているし，ひいきの選手フロイ
ド・ パタースンに寄せる思いを吐露している 。
　作家としては後世評で命取りにもなりかねない時代状況のなか，Ｊ ・ロンドンが残したボクシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９３）
　１９２　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）
ング記事は，多少の問題点を含みながらもむしろフェアで，このスポーツの持つ醍醐味を十分に
読者に伝えるものであると言えよう 。
Ｖ
　ボクシングの魅力は，息をもつかせぬ緊迫感にある 。Ｊ ・Ｃ ・オーツは，他のスポーツには遊
びはあ っても ，ボクシングには遊びはない，と明言する。いつ何が起きるかわからない。つねに
死と向きあ ってもいて，目が離せない。Ｊ ・ロンドンは，そんな緊迫感あふれるボクシングをこ
よなく愛した。その所産として，６種１７篇の観戦記事，それに４篇のボクシング小説を残した 。
よほどの思い入れがあ ったのだろう 。本稿では特に観戦記事を中心に，その中身を彼の生きた時
代と結ぶ形で跡づけてみた。たかがボクシングされどボクシングで，すでに検証した通り ，彼の
観戦記からは１９世紀末～２０世紀初頭の社会思潮が垣問見えるし，逆に主として１章で見た時代の
諸事情によっ て彼の観戦記事は裏打ちされた格好にもなっ ている。たしかにその記事は，良くも
悪くもそうしたボクシング黎明期を感じさせてくれるものだが，一貫しているのは，白人選手を
ひいきし応援する立場はとっ ても黒人選手の勝ちは勝ちとし，リポートとしては公平かつ正確に
判断をしている点である。好例を１つ挙げてみる 。
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白人をひいきすることとフェアなリポートをすることとを使い分けしている点に，諸々の時代の
落差ないしは弱点を埋めてしまうほどの強みがあると思う 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５９）　「ボクシングにおいて “根性”“闘志”ほど重要なものはない」と ，ジ ョー・ 小泉は言う 。これ
は， 古今東西変わるものではあるまい。Ｊ ・ロンドンは，幼少の頃から頻繁にけんかをしていた 。
身を守るため，自分の信念を貫くため，正義のため，…… 原因はけんかの数だけあ っただろう 。
いずれにせよ，泥だらけや血まみれになっ たそれらのけんかや殴りあいは，食うか食われるかの
真剣勝負そのものであ った。けんかそのものではないにせよ ，職業作家として短篇が売れだして
いく１８９９年頃までの数年間にわたる刻苦勉励の修業期間もあ った。そうした苦しい折々にはボク
シングの “根性”や ‘闘志”が頭をもたげて発奮しただろうし，またボクシングの試合に関係し
た際には，そうした過去をダフらせていたに違いない。もし彼がふがいないボクシング界の現況
を見たとしたら，何と言うであろうか 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９４）
　　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　　１９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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